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第 9回臨書展実施要項 

 

臨書とは、大まかに言えば、書の古典を模写することを言います。書道を学ぶ上

で、書く技術を高めるためのとても大事な学びとされています。高校書道科のカリキ

ュラムでは、臨書が重視されているのがわかります。また、古典の多くは中国の優れ

た書作品です。国際化時代の異文化理解の手始めとして、漢字同文の隣国の文化を知

ることはとても意義があります。もちろん日本の古典臨書作品も大歓迎です。 

こうした目的から、書文協は早いうちから臨書に親しめるように工夫した臨書展を開

催、今年度で 8回目となりました。 

書道は世界に誇る日本の伝統文化 

標記の観点から、外務省後援を前回からいただいています。自国語を作品化する文化

は世界的にも少なく、中国を含め古典を書く臨書は、まさに注目される国際的伝統文化

です。この書文協臨書展は、幼児でも臨書の世界になじみ易くする工夫が凝らされてい

ます。多くの出品をお待ちします。 

 

1．主催     一般社団法人日本書字文化協会 

2．後援（予定）  外務省、青梅市、中華人民共和国駐日本国大使館文化部、東京都青梅

市日本中国友好協会、中国書法学院、国際芸術家連盟、NPO法人日中

友好交流促進会 

蘇州・寒山寺、蘇州呉昌碩研究会 

3．大会役員   実行委員長  渡邉啓子 

         副実行委員長 池田圭子 

4．審査員    加藤東陽（書文協中央審査委員長、東京学芸大学名誉教授） 

        加藤堆繋（同委員会委員、東京学芸大学教授、前文部科学省教科調査官） 

         豊口和士 （文教大学教授、文部科学省教科調査官） 

大平恵理（日本書字文化協会会長） 

5．作品〆切   令和 6年 4月 20日（土）必着 
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6．賞      大賞 （臨書の部から）、中華人民共和国駐日本国大使館文化部賞、

中央審査委員会賞、日本書字文化協会会長賞、青梅市日中友好協会会

長賞、日中文化交流促進会理事長賞 

        優秀賞、本賞（特選、金・銀・銅賞） 

7．展示会   会期は例年通り 3日間、5月 31日（金）～6月 2日（日） 

青梅市の澤乃井ガーデンギャラリーで開催 

8．応募資格   全部門とも年齢不問 

9．募集部門 

＜臨書の部＞   用紙は半切、八ッ切、半紙 

    ・自由課題（高校書道教科書ⅠⅡⅢを基準とする。中国・日本古典共に。 

2 文字以上。） 

    ・常設課題（漢詩・楓橋夜泊）の１句以上 

１句中の四文字、三文字でも可 

漢詩「楓橋夜泊」 

月  落  烏  啼  霜  満  天  

江  楓  漁  火  對  愁  眠  

姑  蘇  城  外  寒  山  寺  

夜  半  鐘  声  到  客  船  

 

  ＜楷書書写の部＞ 下記から選ぶ。用紙は半紙、八ッ切 

    ・１字：月 満 天 漁 火 城 外 の中から１文字  

・２字：漁火 

・３字：寒山寺 

  ※用紙はいずれも縦長、縦書き使用。落款は、落款印のみは不可。 

  ※各部門別の審査です。各部門で複数出品できますが、授賞対象は最も優秀な 1点

のみです。最大３賞（楷書書写の部、臨書の部常設課題、臨書の部自由課題）が

下付されます。 

10．手本  指定課題の部は漢詩・楓橋夜泊の拓本を A3判に複写したものを、楷書書

写の部の手本（大平恵理揮毫）は A4判で計 9枚。手本はいずれも 1枚当

たり A4判 120円、A3判 235円（税別）。希望者は送料 520円を加えた相

当額分の切手を添えて、書文協本部臨書展係りに申し込んでください。 

 



－ 3 － 

  

 
 

11．出品方法  ①作品に出品票を貼付する（出品票には※出品券を貼付） 

                      ※出品券＝下記に説明があります。 

②応募総括用紙（振込受領書を貼付）、応募明細用紙を同封し送付 

        ※出品時の学年は令和 6年度の新学年を書いてください。 

        ※応募書類は書文協ホームからダウンロードできます。＜個人別事前

参加登録用紙＞＜応募総括用紙＞＜応募明細用紙＞＜出品票＞があ

り、説明文書として＜事前参加登録制について＞がそれぞれ書文協

ホームページにアップされています。 

書文協ホームページのフロントページ上部にあるメニュー欄の

１列目、右端にある「ダウンロード」にカーソルを当てると、詳細

項目がプルダウン表示されます。その最初「書類ダウンロード」に

様々な書類 49 項目のダウンロードがリンクされています。その中

から大会関係を選んでダウンロードし、ご利用ください。また、書

文協に直接申し込んでいただくこともできます。 

※書文協では全国書字検定試験、ライセンス試験、全国書写書道大会、

講習会等における事前参加登録制を実施しています。 

参加予定者には個人別事前参加登録用紙を提出することで出品券

が発行されます。 

応募の際は、応募総括用紙、応募明細用紙を作品（必ず出品券を貼

付）に必ず添えてください。出品券の貼付は、出品票の所定欄とな

ります。出品票はダウンロードもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

                        ↑出品券 

                      

             出品票の二重枠内に貼付 
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10．手本  指定課題の部は漢詩・楓橋夜泊の拓本を A3判に複写したものを、楷書書

写の部の手本（大平恵理揮毫）は A4判で計 9枚。手本はいずれも 1枚当

たり A4判 120円、A3判 240円（税別）。希望者は送料 520円を加え振込

後、内容を記載し、受領証と一緒に郵送（FAX、メールに添付で送信も

可）で書文協本部に申し込んでください。 

 

12．出品料   臨書の部    1点 1,100円（幼児・小中学生は 800円） 

楷書書写の部   1点 1,000円（幼児・小中学生は 700円） 

個人出品は一律１点 1,820円 

※いずれも消費税別 

        ※出品・参加は誰でもできますが、書文協会員の場合は会員割引があ

ります。出品における事務作業等の費用として行われるものです。

書文協会員規則により、団体会員Ａは 5％、団体会員Ｂは 10％、団

体会員Ｃは 15％が割り引かれます。会員制度の詳細はお問い合わ

せ下さい。団体審査（一審）を行った場合は出品料からさらに 5％

引かれます。出品にあたり、割引は学校、団体会員のみとなります。 
 

13．振込先   ゆうちょ銀行   名義 一般社団法人日本書字文化協会 

＝振込用紙にてお振込みの場合＝ 

記号 ００１３０－１－７２８１１３ 

＝上記以外からお振込みの場合＝ 

店名 〇一九（ゼロイチキュウ）口座番号 当座 0728113 

14．作品提出先   〒164-0001 東京都中野区中野 2-11-6 丸由ビル 3階、書文協本部 

 電話 03－6304－8212  F A X 03－6304－8213 

        書文協ホームページ https://www.syobunkyo.org 

 


